
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月２３日(日)、宇波地域づくり協議会の設立

総会が、林正之氷見市長及び田中雅敏富山県

地方創生局次長等を来賓にお招きして宇波公民

館で開催されました。 

この地域づくり協議会は、地区の良さを次代

に継承できるよう「地域づくり計画」を策定し、併

せて地区の課題の解決を図り、地区で誇りを持

って安心安全に暮らし続けることができることを

目的とするものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 設立総会では、始めに林氷見市長及び田中富

山県地方創生局次長から、それぞれ激励を込め

たご祝辞をいただきました。 

その後、協議会規約（案）、役員（案）並びに令

和５年度事業計画及び予算（案）等について審

議され、原案どおり承認されました。 

今後、年度末

までに宇波地域

にふさわ し い

「地域づくり計

画」策定に向け

取り組んでまい

ります。 

 

 

 

令和５年８月（葉月） 

宇波公民館だより 
 

令和５年８月 1 日発行 

氷 見 市 宇 波 公 民 館 

氷見市宇波４０１番地 

Tel(0766)７８-１５０３ 

講 座 名 実 施 日 

茶 道 ２０日（日）・２７日(日) 

生 花 7日(月)・２８日（月） 

100歳体操 ８月お休み 

ぱわーきっず お盆のためお休み 

瓢箪同好会 ７日(月)・２１日（月） 

手芸講座 
編み物 １２日(土) 

クラフト ２６日(土) 

ダンス教室 毎週火曜日午後７時から 

 

宇波地域づくり協議会の設立総会  

 

今年も恒例の

石動山開山祭が

開催され、天平太

鼓と雅楽が奉納

されました。 

現在、神社拝殿 

の大規模改修事業計画が検討されており、

今後、寄付を募っていくとのことです。 

８ 月 の 公 民 館 講 座 

今月の外出支援バス 

①８月４日(金) 
② ８月１８日(金) 

石動山開山祭（７月７日） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

今年の梅雨は、前線と寒気の影響により全国各地で

豪雨に見舞われ、県内でも立山町や南砺市、高岡市な 

どで大きな被害をもたらしました。 

これから、また台風シーズンがやってきますので、各家庭に配布された「氷見市洪水・土砂災害ハ 

ザードマップ」などで地域の危険個所を再確認し

ておきましょう。 

 氷見市では、大雨情報や避難情報が防災行政

無線で放送されています。また、聞き取れない場

合や聞き逃 した場合は 、 フ リ ーダ イ ヤル

0120-134-151 で確認できます。 

 

 

 

 

今年度、宝くじを活用したコミュニティ助成事業とし

て、氷見市から宇波地区自主防災会に非常用ポータ

ブル電源、アルミ製車イス、災害対策用プライベート

ルームなどの災害備蓄備品が支給されました。旧灘

浦小学校にある災害備蓄倉庫等に配置して、活用さ

せていただきます。 

開館日時 ： 毎週 月・火・木・金曜日の午前９時から午後５時まで 

       （休館日：毎週水・土・日曜日）    ❝公民館だよりの記事募集中❞ 
※ なお、休館日でも事前にご連絡いただければ開館しますので、お気軽にご相談く

ださい。             ☎(ファックス)78-1503 宇波公民館（荻野直樹） 

宇波地区自主防災会 

 

兼 ふるさと石動山ゆかりの遺跡遺物巡り

日  時：令和５年７月３０日(日)午前８時（正午までに終了） 

集合場所：宇波公民館前 （長靴と飲み物が必携） 

目 的 地：秘境「八代仙の岩屋」（氷北林道から岩屋まで山道を歩きます） 

申込方法：集合時間までに公民館へお集まりください。＜ある程度の体力が必要です＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※詳細は宇波公民館までお問合せ下さい。 

氷見市洪水・土砂災害ハザードマップ 

災害備蓄備品 

宇波川上流域と八代仙岩屋の探索 

宇波川上流域 

戸津宮上流から県境にかけての宇波川は迫力ある渓谷美と手つ

かずの自然が残っており、氷見市における貴重な自然文化財として

位置づけたらどうだろうか。宇波川渓谷はかなりの急流で、清流が花

崗岩質の河床を洗い、珍しいことで能登半島でも類を見ない。 

今後、開発の名のもとに渓谷の自然が壊されないように十分注意

するとともに、調査・研究を進め、広く市民にその価値を紹介すること

が大切と思われる。（元氷見市文化財審議委員＝松島洋氏） 

 


